
2013年度会員名簿更新状況

１．2013年度会員名簿更新件数

２．年次別会員名簿登録数　

年次 入学年 総数 状態「通常」 備考1 備考2
1 1984 536 353 各ハウス２クラス AB
2 1985 819 568 各ハウス３クラスに EFG
3 1986 1,099 764 各ハウス４クラスに IJKL
4 1987 1,128 798 ABCD
5 1988 1,148 799 EFGH
6 1989 1,139 780 IJKL
7 1990 1,127 756 ABCD
8 1991 1,090 752 EFGH
9 1992 1,092 755 IJKL
10 1993 1,099 774 ABCD
11 1994 1,058 750 EFGH
12 1995 945 711 1クラスあたりの生徒数減少 IJKL
13 1996 955 724 ABCD
14 1997 961 733 EFGH
15 1998 933 744 IJKL
16 1999 945 763 ABCD
17 2000 955 783 学籍番号が00～に EFGH
18 2001 953 821 IJKL
19 2002 964 845 ABCD
20 2003 773 705 1ハウスが伊奈学園中学校に EFGH
21 2004 809 744 IJKL
22 2005 773 732 学籍番号が2005～に ABCD
23 2006 787 759 EFGH
24 2007 796 769 IJKL
25 2008 795 774 提供データに性別の記載 ABCD
26 2009 799 799 EFGH
27 2010 797 797 IJKL

総合計 25,275 20,052

0

2

ほぼInajin返送分

卒業生797名及びInajin返送分追加

会員名簿維持管理委員会委員長

10期・浜野　絢也（2012年度担当：４期・村松　猛）

2014年3月
合計 1,550

2013年11月 0
2013年12月 901
2014年1月
2014年2月 15

備考

608

2013年7月 0
2013年8月
2013年9月 13
2013年10月

現在の名簿データで住所が「通常」となっている総数

2014.1/31現在

登録変更者数
2013年4月 0
2013年5月 2
2013年6月 9
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伊奈学園同窓会ウェブサイト更新実績　2013/04〜2014/01



 

第５回先輩と夢を語ろう報告書 

平成２６年	 ３月	 ９日先輩と夢を語ろう担当	 石川 

 

１・概要 

平成２５年１１月１２日（火）PM３：３０～５：００伊奈学園総合高等学校において「第５回先輩と夢を語ろう」を開

催しました。本年度も昨年に引き続き火曜日の７時間目を利用しての開催となりました。 

内容も昨年同様参加希望者を全学年より募り講師１名に対し数名の生徒という座談会形式にて語り合っていただきまし

た。また本年もＰＴＡおよび後援会の皆さまの支援を頂戴いたしました。 

 

２・当日までの動き 

４月より開催時期、開催方法について学校側担当者の尾花先生と打ち合わせ。 

７月日時確定、全学年対象で希望制、授業方式ではなく少人数での座談会方式を採用することで決定。 

８～９月講師選定、エントリーシート提出してもらう。この際実際の仕事の際の写真などを提供してもらう。 

１０月学校側生徒募集開始。モールに参加講師のプロフィール写真などを混ぜて掲示 

１１月講師及び参加者希望をもとに割り振り。人数の多いところは授業方式、座談化方式 

人数の少ないところは飛び込み参加も可能とする。 

 

３・当日 

各講座にわかれて開催。大会議室では少人数の講師の講座をまとめて開催。当日飛び入りの生徒を迎えることができま

した。受付他スタッフとして石川・濱野・佐藤が同窓会から参加しました。終了後県民活動センター内コバトンカフェ

にて懇親会を行いました。尚講師には交通費として後援会様から一人当たり５０００円いただきました。 

 

５・まとめ 

今年度も平日の午後開催ということになってしまいましたが、そんな中でも多数の講師の方に参加していただき無

事開催することができました。純粋に希望を募っての開催だっただけに生徒さんのほうもしっかり聞けたという意

見が多かったようです。今年は生徒側参加者が昨年より若干減少してしまい８０名程度の参加でした。	 

掲示に足を止めて真剣に見てくれる生徒さんが多かったようでそれだけでもこの企画の成果があったのではと思

います。また当日飛び入り参加できるようにしたので、モールの掲示板の前で生徒に声かけをしてみました。何人

かですが迷っていたけど聞いてみたいですという生徒さん達がいて参加のほうに後押しできたのは良かったと思

います。	 

	 	 しかしながら数名生徒さんのいらっしゃらない講師の方が出てしまい残念な思いをいたしました。来年度以降の募

集方法やこういった方たちの対処法を来年度は考えていきたいと思っています。 
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第４回いなじん交流会開催報告	 

	 

いなじん交流推進委員会委員長	 

６期・畠山	 篤士	 

第４回いなじん交流会	 

	 通称「いなじんたまり bar	 2013-seazon1」	 

	 

○1開催概要	 

	 ２０１３年８月４日（土）１６：３０〜１９：３０	 

	 場所：オモプラッタ	 ロケットビル店 

	 会費：男性5000円・女性4000円・小学生1000円・未就学児無料	 

	 

	 	 上記日時で開催しました。ドレスコードを浴衣にする案があったので、浴衣や甚平限定	 

	 で開催いたしました。また、ソーシャルメディア、ソーシャルマーケティング業界で活躍されて	 

	 いる９期の白鳥氏を演者とし、WEBを活用した実践的なビジネス戦術を講演して頂きました。	 

	 企画そのものは興味深い内容であったが、人数は 16 人で更に参加者が集まれる企画をして	 

	 いく必要性を感じました。	 

	 

②当日	 

	 	 開始１時間前から準備開始。前回に引き続き、卒業生によるアトラクション企画を実施した。目	 

	 は、本学同窓生が、多分野で活躍している現状を紹介することにあります。今回は、『あなたの好	 

	 きなお客様だけ集める魔法のFacebook実践活用術』で9期の白鳥友康に講演頂きました。	 

	 

③会計報告	 

	 参加人数	 16 名	 経費より 8,000 円充当（内訳は下記参照）	 

	 《会計内訳》	 

	 収入	 72,000 円（参加費男性 11 人 55,000 円/女性 4 人	 16,000 円/小学生１人 1,000 円）	 

	 支出	 80,000 円（白鳥氏の参加費は無料、1人キャンセルも出たため、8千円増となっております。）	 

	 予算内の範囲での処理を致しました。	 

	 

④開催後感想	 

	 	 交流会を盛り上げる企画や趣向をさらに工夫すれば、参加者を増やすことが出来る可能性を感じ	 

	 ました。また、いつもの同じメンバーにならないように、募集方法の工夫も必要かと思われます。	 
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2014年度予算計画（2013年9月8日定期総会で承認済）

	 自　2014年	 4月	 1日

（単位：円）　　	 至　2015年	 3月31日

科　目 予算額 備　　　考

会費・入会金収入 4,000,000 卒業生入会金　800人×5,000円

会報誌広告料収入 150,000 広告料30,000円×３件　15,000円×４件　

その他収入 5,000 寄付金　預金利息等

会報誌継続購読料繰入収入 547,950 継続購読料残金 6,000円×89人＋振込手数料

当期収入合計(A） 4,702,950

　　　会　議　費 100,000 会場費、飲食費、案内送付費、他

（定期総会1回、理事会2回、四役会2回、各種委員会費）

庶　務　費 100,000 決算書作成費、振込手数料、残高証明書料、他

名簿維持管理費 10,000 名簿補正・維持管理費、他

ウェブサイト維持管理費 70,000 サーバ代、他

慶　弔　費 450,000 卒業時記念品、他

備　品　費 50,000 備品、他購入費

物品保管費 10,000 備品、他保管費

小計 790,000

会報誌制作費 740,000 会報誌1回／年・制作運営経費

会報誌等印刷費 654,000 会報誌1回／年・印刷費、未来へのはがき1,000部印刷費

会報誌通信費 1,502,000 会報誌1回／年（メール便約21,000部、封入・宛名印字・発送準備）

いなじん交流会事業費 90,000 年２回　会員のための交流会を開催

HCP事業費 50,000 会議費及びスタッフの参加費等

記念事業費 200,000 「先輩と夢を語ろう」講師謝礼、他

年次活動支援事業費 500,000 助成金50,000円×27期=1,350,000円×0.35、他

部活動支援事業費 300,000 全国大会出場部活への支援　

会報誌継続購読返金（過年度分） 534,000 会報誌継続購読料返金　6,000円×89人

会報誌継続購読返金振込手数料 13,950 会報誌継続購読料返金　振込手数料

小計 4,583,950

0

当期支出合計（B） 5,373,950

当期収支差額（A）-（B） ▲ 671,000

前期繰越収支差額 671,000

次期繰越収支差額 0

Ⅱ 支出の部

Ⅰ 収入の部

１.運営費

２.事業費

３.予備費
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（仮称）伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業の提案（４期・村松猛）  

 

昨年（２０１３年）１０月１２日（土）に開催された伊奈学園創立３０周年記念事業から３年後にあたる２

０１６年１０月に、３０,０００人になろうとかいうすべての卒業生を対象とした、おそらく初めての同窓会

周年行事を開催したく提案させていただきます。基本的には会費制にするつもりですが内容によっては予算

を要求します。 

例えば大きな施設もしくは野外スペースなどを使用し、ステージでは卒業生によるアトラクション・屋外ス

ペースでは卒業生飲食店のグルメブースを設置など、内容はあくまで実行委員会にて提案から始めたいと思

います。ざっくりですがタイムスケジュールを作成しました。 

 

２０１４年２月	 四役会にて開催の提案 

２０１４年３月	 理事会にて開催の提案 

２０１４年４月	 （仮称）「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業実行準備委員会」発足 

２０１４年５月	 第１回実行準備委員会開催  

２０１４年６月	 第１回四役会にて事業内容・予算の提案、開催の審議 

２０１４年７月	 第１回理事会にて事業内容・予算の提案、開催の審議 

２０１４年９月	 通常総会にて事業開催の審議 

２０１４年１１月	 第２回実行準備委員会開催  

２０１５年２月	 第２回四役会にて事業内容・予算の審議 

２０１５年３月	 第２回理事会にて事業内容・予算の審議 

２０１４年４月	 （仮称）「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業実行委員会」発足 

２０１５年５月	 第１回実行委員会開催  

２０１５年６月	 第１回四役会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１５年７月	 第１回理事会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１５年９月	 通常総会にて事業内容・予算の審議 

２０１５年１１月	 第２回実行委員会開催  

２０１６年２月	 第２回四役会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１６年３月	 第２回理事会にて事業内容・予算（修正案）の審議 

２０１６年５月	 第３回実行委員会開催  

２０１６年６月	 第１回四役会にて事業内容の最終確認 

２０１６年７月	 第１回理事会にて事業内容の最終確認 

２０１６年９月	 通常総会にて事業内容の最終確認 

２０１６年９月	 第４回実行委員会開催  

２０１６年１０月	 （仮称）「伊奈学園同窓会創立３０周年記念事業」開催  

２０１６年１2 月	 第５回実行委員会開催  
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交通費支給規定の新設について	 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同窓会の会議に業務として出席（注）する際の交通費	 

（注）業務として出席する会議は、以下のものをいいます。	 

①会長、副会長、専門委員長、および会計：総会、四役会および理事会	 

②理事：理事会	 

③監事：監査報告を行う際の総会	 

①経済的負担の軽減	 

同窓会活動に従事する正会員には、所得が無い人（注）も含まれます。そのような人に経済的な

負担を強いることは好ましくないこと、また、所得があっても生活の拠点が埼玉にない人の負担

の軽減に配慮する必要があります。	 

（注）主婦や学生など。また、将来的には所得は年金だけとなる会員も出てきます。	 

②必要経費に該当	 

同窓会の業務のために発生した交通費は、トナー代やコピー代と同様に同窓会活動に伴って発

生する必要経費に該当します。経費は個人負担ではなく同窓会費から支出することが適切です。	 

支給理由	 

同窓会役員（会長、副会長、専門委員長、理事、監事、会計）	 

支給対象者	 

支給対象業務	 

公共交通機関（注 1）を利用し、原則として自宅から目的地までの合理的かつ安価な経路の実費（注

2）を、1 日あたり 3,000 円を限度に支給します。	 

（注 1）鉄道、バス等をいいます。マイカーのガソリン代は含みません。	 

（注 2）普通運賃のみを対象とし、特急料金は含みません。また、定期区間は支給しません。外出先から直行する場

合など、自宅以外から目的地までの費用よりも安価な場合には、実際にかかった交通費を支給します。	 

支給金額	 

①四役については、他の経費の精算と合わせて口座振込とします。	 

②理事および監事については、出席する会議の開催案内で定める期日（注 1）までに目的地までの

経路および金額を申請してもらい、開催当日に現金で支給します。	 

（注 1）1 週間前程度を想定しています。原則として、当日や後日の申し出による精算は行いません。	 

（注 2）いずれの場合も、年度をまたがっての精算は行いません。 

支給方法	 
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将来的には、会議以外のすべての同窓会業務（注）を遂行するために発生した交通費を対象とし

ます。	 

（注）今回対象とする業務の他、専門委員会の会議や学校行事への招待、業務引継のための打合せなどがあります。	 

	 	 	 これらは、業務ごとにかかる年間の交通費を把握してから、支給範囲や支給方法について検討します。 

今後の検討	 
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